
取扱説明書

CCD-0010
レトロCDプレーヤー

保証書付

はじめに
この度は「レトロCDプレーヤー CCD-0010」をお買い上げ頂きまして
誠にありがとうございます。

※この取扱説明書をよくお読みの上、正しくご使用下さい。
※本取扱説明書には保証書が付属していますので大切に保管して下さい。
※付属品をお確かめ下さい。



安全上のご注意

警告

■ご使用の前にこの「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。
■お読みになった後も、いつでも見れるところに必ず保管してください。

絵表示について

分解禁止

この取り扱い説明書には、使用者が製品を安全にお使いいただき、
理解しやすいように、色々な絵表示を使用しています。
誤った取り扱いをすることによって生じる内容を、次のように区分しています。
いずれも重要な内容ですので、必ずお守りください。

絵表示の例

ACアダプターを使用する場合は、交流100V以外の
電圧では使用しないでください。
＊火災・感電の原因となります。

本機の内部に金属類や燃えやすいものなどを入れ
たり、落としたりしないでください。　
＊火災・感電の原因となります。
特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。

雷が鳴っている時は、絶対に電源部に触れ
ないでください。
＊感電の原因となります。接触禁止 濡れ手禁止

濡れた手で電源ケーブルを抜いたり差したりしない
でください。
＊感電の原因となります。

本機に水を掛けたり、濡らしたり、また本機の上
に水などの入った容器や小さな金属物を置かない
でください。
＊火災・感電の原因となります。　禁止

禁止

禁止

電源ケーブルを破損させたり、加工したり、
無理に曲げたり、引っ張ったり、束ねたりしない
でください。
また、重い物を載せたり、挟み込んだり、加工し
たりすると、電源ケーブルが破損し、火災・感電の
原因となります。

分解禁止

絶対に分解したり・修理・改造は行わないでくだ
さい。
＊火災・感電の原因となります。

禁止

注意

本機を落とすなどして破損した場合は、まず電源
スイッチを切り、電源ケーブルを抜いてください。
＊そのまま使用すると、火災・感電の原因となり
　ます。
ご自身での修理は危険ですので、絶対にお止めく
ださい。
特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。

警告 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または
重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が障害を負う
可能性及び、物的損傷の発生が想定される内容を示しています。注意

この記号は、禁止の行為であることを告げるものです。
図の中に具体的な禁止内容(左図の場合は分解禁止)が描かれています。

この記号は、使用者の行為を指示強制したりする内容であることを
告げるものです。図の中に具体的な指示内容
(左図の場合はアダプターを電源元から抜く）が描かれています。



禁止

禁止

禁止

禁止禁止

注意

指示

注意

注意

注意

直射日光が当たる場所や、異常に温度が高くなる
場所に置かないでください。 
＊故障の原因となったり、内部の温度が上昇し、
　火災の原因となります。

電源元から抜いて
ください

電源元から抜いて
ください

電源元から抜いて
ください

電源元から抜いて
ください

本機を移動する時は、必ず電源ケーブルを
電源元から抜いて移動させてください。
＊感電の原因となります。

効果的な放熱の為に、他の機器との間は少し離し
て置いてください。
＊間隔が不十分ですと、火災・故障の原因となり
　ます。ラック等に設置する時は本機の前後左右
　天面から約15cm以上の隙間を空けてください。

長時間使わないときは、必ず電源ケーブルを
電源元から抜いてください。
＊火災の原因となることがあります。

お手入れの際は安全の為、必ず電源ケーブルを
電源元から抜いてください。
＊感電の原因となります。

本機に布などを被せないで下さい。
＊内部に熱がこもり、火災の原因となりますので、
　ご注意ください。
＊テーブルクロスを掛けたり、じゅうたんや布団
　の上に置かないでください。
＊本機を押入れなどの風通しの悪い狭い所で使用
　しないでください。

振動する場所や、ぐらつく台の上、傾いた所など、
不安定な場所に置かないでください。
＊倒れたり、落ちたりして故障の原因となります。

湿気や埃の多い場所には置かないでください。
＊火災や感電の原因となります。

電源ケーブルの埃や汚れを定期的に乾いた布で拭き
取ってください。
＊ケーブルに埃などがたまると、湿気などで絶縁　
　劣化となり、火災の原因となります。

変な臭いや音がしたり、煙が出たらすぐに電源ス
イッチを切り、電源ケーブルを抜いてください。　　　
＊そのまま使用すると、火災・感電の原因となり
　ます。
ご自身での修理は危険ですから、絶対にお止め
ください。

本機の中に水や異物が入った場合は、まず電源ス
イッチを切り、、電源ケーブルを抜いてください。
＊そのまま使用すると、火災、感電の原因となり
　ます。

各機器との接続のときは、必ず電源ケーブルを
電源元から抜き、取扱説明書に従って接続して
ください。
＊それぞれの機器の取扱説明書をよく読み指定の
　ケーブルを使用して接続してください。

レーザー光線を覗き込まないでください。
＊レーザー光が目に当たると視力障害を起こす
　ことがあります。

レーザー光

電源ケーブルは根元まで確実に差し込んで下さい。 
＊差し込みが不完全な場合、感電や発熱による火
　災の原因になります。
＊抜く時はケーブルを引っ張らないでください。

警告

注意



●本体を分解、改造するなどしてレーザー光源が目視できる状態にしないでください。
●レーザー光源を覗き込まないでください。
　レーザーを目に当てると、視力障害の原因となる場合があります。

この製品はレーザー光線を使用しています︕

ご使用にあたってのお願い

・USBメモリ再生
・Bluetooth接続（受信/送信)
・2000mAhバッテリー内蔵
・AUX入力端子(3.5mm)
・ヘッドホン出力端子(3.5mm)
・対応フォーマット（CD/CD-R/CD-RW/MP3/WMA)

主な特長

●本機は民生用の音楽を再生する目的で設計されております。　
　従って信号発生器やテストディスクの信号などを再生しますと、本機の故障の原因となるば
　かりでなく、スピーカーを傷める原因となることがあります。　　         
●オーディオインターフェース規格は民生用と業務用では異なります。
　本機は民生用のオーディオインターフェースに接続する目的で設計されています。
　業務用オーディオインターフェース機器との接続は本機の故障の原因となるばかりでなく、
　スピーカーを傷める原因となることがあります。
●本製品の再生中に製品本体の近くで携帯電話などをご利用になりますとその電波により雑音
　が発生する場合があります。雑音が発生する場合は携帯電話などを機器から離してご利用く
　ださい。故障ではありません。

■必ずお守り下さい。
左右及び天面、後面の間隔は約15cm程度空け、通気の良い所に置いてください。
熱がこもる状態で使用されますと、保護回路が働き音声レベルが下がったり、内部部品が破損
する恐れがあり危険です。

■免責事項に関するご注意
次のような場合、弊社は一切の責任を負いかねます。予めご了承ください。
・自然災害、弊社の責任以外の火災、第三者による行為、その他の事故によって生じた損害
・お客様の故意、または過失、誤用、その他通常でない条件下で使用したことによって生じた損害
・取扱説明書に記載された内容を守らないことによって生じた損害
・取扱説明書に記載されていない接続機器、部品、メディア、ソフトウェアを使用したことに
　よって生じた損害
・本製品の使用、または使用不能によって生じた不利益、または損害
　(事業利益の損失、事業の中断など)



①
②
③
④
⑤
⑥

⑦

⑧⑨⑪ ⑩

⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯

①LED 液晶ディスプレイ
②停止ボタン
③次の曲へ進む / 早送り ( 長押し ) ボタン
④前の曲へ戻る / 早戻し ( 長押し ) ボタン
⑤再生 / 一時停止ボタン
⑥リピート / シャッフル /Bluetooth 出力 ( 長押し ) ボタン
⑦音量調節つまみ
⑧リモコン受信部
⑨トーンアーム (CD 再生モードに切替 )
⑩レンズ部
⑪ターンテーブル
⑫電源スイッチ
⑬USB Type-C 充電端子
⑭USB 端子
⑮ヘッドホン出力端子 (3.5mm)
⑯AUX 入力端子 (3.5mm)

各部の名称

背面



(CD/USB/AUX 再生時 )Bluetooth 送信

(CD/USB 再生時 ) 音楽シャッフル

消音

(CD/USB 再生時 ) 前の曲へ戻る / 早戻し ( 長押し )

(CD/USB 再生時 ) 次の曲へ進む / 早送り ( 長押し )

再生 / 一時停止
音量を下げる

音量を上げる

(CD/USB 再生時 ) 停止

(CD/USB 再生時 )10 曲進む

(CD/USB 再生時 ) リピート / シャッフル

　　 (CD/USB 再生時 ) トラック選択
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専用ショルダーストラップホルダー

右側面

リモコン

スピーカー



CD(コンパクトディスク)再生

「⑫電源スイッチ」をオンにします。
CD を「⑪ターンテーブル」にセットし、「⑨トーンアーム」を CD の上部にスライド
させると、CD 再生モードになり、自動的に CD が再生されます。

「⑦音量調節つまみ」を回して、音量を調節してください。
「⑤再生 / 一時停止ボタン」を押すと、現在再生中の音楽を再生 / 一時停止します。
「④前の曲へ戻るボタン」を押すと、1 曲戻ります。
長押しすると、現在再生中の音楽を早戻しします。

「③次の曲へ進むボタン」を押すと、1 曲進みます。
長押しすると、現在再生中の音楽を早送りします。

「②停止ボタン」を押すと、CD の再生を停止します。
「⑥リピート / シャッフルボタン」を押すと、リピート再生、シャッフル再生します。
(ONE/1 曲リピート再生）→(ALL/ 全曲リピート再生 )→(SFL/ シャッフル再生 )→
(OFF/ リピート再生・シャッフル再生をオフ ) の順で変更できます。

対応フォーマット︓CD/CD-R/CD-RW

※CD をターンテーブルにセットすると、回転して読み込みが始まります。
　その後、回転と停止を交互に繰り返します。

※シングル CD(8cm) の再生も可能です。



USBメモリ再生

AUX再生
「⑫電源スイッチ」をオンにします。
※CD 再生モードが優先されるため、AUX 再生する際は「⑨トーンアーム」を元の
　位置に戻してください。
※USB 再生モードが優先されるため、AUX 再生する際は「⑭USB 端子」から
　USB メモリを取り外してください。

「⑯AUX 入力端子 (3.5mm)」にオーディオケーブルを挿入し、外部機器と接続すると、
外部機器からの音楽を再生するモードになります。
外部機器側で音楽を選択し、操作してください。

■本機側で操作できること
「⑦音量調節つまみ」を回して音量調節
「⑤再生 / 一時停止ボタン」を押して、現在再生中の音楽を再生 / 一時停止する

「⑫電源スイッチ」をオンにします。
※CD 再生モードが優先されるため、USB メモリ再生する際は「⑨トーンアーム」を
　元の位置に戻してください。
USB メモリを「⑭USB 端子」に挿入すると USB 再生モードになり、自動的に USB
メモリに入っている音楽が再生されます。

「⑦音量調節つまみ」を回して、音量を調節してください。
「⑤再生 / 一時停止ボタン」を押すと、現在再生中の音楽を再生 / 一時停止します。
「④前の曲へ戻るボタン」を押すと、1 曲戻ります。
長押しすると、現在再生中の音楽を早戻しします。

「③次の曲へ進むボタン」を押すと、1 曲進みます。
長押しすると、現在再生中の音楽を早送りします。

「②停止ボタン」を押すと、USB メモリの再生を停止します。
「⑥リピート / シャッフルボタン」を押すと、リピート再生、シャッフル再生します。
(ONE/1 曲リピート再生）→(ALL/ 全曲リピート再生 )→(SFL/ シャッフル再生 )→
(OFF/ リピート再生・シャッフル再生をオフ ) の順で変更できます。

対応データ形式︓MP3/WMA



Bluetooth RX(受信)
「⑫電源スイッチ」をオンにします。
自動的に Bluetooth モードになります。
※CD 再生モードが優先されるため、Bluetooth 接続する際は「⑨トーンアーム」を
　元の位置に戻してください。
※USB 再生モードが優先されるため、Bluetooth 接続する際は「⑭USB 端子」から
　USB メモリを取り外してください。
※AUX 再生モードが優先されるため、Bluetooth 接続する際は
　「⑯AUX 入力端子 (3.5mm)」からオーディオケーブルを取り外してください。

「①LED 液晶ディスプレイ」に「BT」という文字が点滅している状態で、外部機器の
Bluetooth 設定を操作し、本機とペアリングして Bluetooth 接続します。
(Bluetooth 名︓CICONIA CCD-0010)
ペアリングが成功すると接続音が鳴り、「BT」が点滅から常時点灯に変わります。
外部機器の方で音楽を選択し、操作してください。

■本機側で操作できること
「⑦音量調節つまみ」を回して音量調節
「⑤再生 / 一時停止ボタン」を押して、現在再生中の音楽を再生 / 一時停止する
「④前の曲へ戻るボタン」を押すと、1 曲戻る
「③次の曲へ進むボタン」を押すと、1 曲進む



Bluetooth TX(送信)
「⑫電源スイッチ」をオンにします。
本機で再生中の音楽 (CD/USB/AUX) を、ワイヤレスで外部機器 (Bluetooth 対応の
スピーカー / ヘッドホン / イヤホンなど ) に送信して聴くことができます。
CD/USB/AUX モードのいずれかで再生中に、「⑥Bluetooth 出力ボタン」を長押し
すると、「①LED 液晶ディスプレイ」に Bluetooth マークが点滅し、Bluetooth 出力
モードとなります。
Bluetooth 対応の外部機器も Bluetooth モードにすると、自動的にペアリング
されます。

※ペアリングする機器を選択できません。
　ペアリングしたい外部機器のみを Bluetooth モードにしてください。
　ペアリングできる台数は 1 台になります。

ペアリングが成功すると接続音が鳴り、Bluetooth マークが点滅から常時点灯に
変わります。

■本機側で操作できること
「⑦音量調節つまみ」を回して、音量を調節してください。
「⑤再生 / 一時停止ボタン」を押すと、現在再生中の音楽を再生 / 一時停止します。
(CD/USB 再生時 )「④前の曲へ戻るボタン」を押すと、1 曲戻ります。
長押しすると、現在再生中の音楽を早戻しします。
(CD/USB 再生時 )「③次の曲へ進むボタン」を押すと、1 曲進みます。
長押しすると、現在再生中の音楽を早送りします。
(CD/USB 再生時 )「②停止ボタン」を押すと、音楽の再生を停止します。
(CD/USB 再生時 )「⑥リピート / シャッフルボタン」を押すと、リピート再生、
シャッフル再生します。
(ONE/1 曲リピート再生）→(ALL/ 全曲リピート再生 )→(SFL/ シャッフル再生 )→
(OFF/ リピート再生・シャッフル再生をオフ ) の順で変更できます。

「⑥Bluetooth 出力ボタン」を長押しすると、ペアリングは解除されます。



バッテリーの残量が少なくなると「①LED 液晶ディスプレイ」に電池マークが
点滅します。
付属の USB Type-C 充電用ケーブルを本体の「⑬USB Type-C 充電端子」に
差し込み、パソコンや AC アダプターなどの USB 端子に接続すると充電が
始まります。
※AC アダプターは付属していません。
充電中は「①LED 液晶ディスプレイ」が赤色に点灯します。
充電が完了すると緑色に点灯します。

充電について



トラブルシューティング
故障かな︖と思ったときは、下記の項目をもう一度チェックしてください。
また、プレーヤー本体の電源スイッチをオフにしてから再起動してみてください。
それでも正常に動作しない場合は、弊社サポートセンターにご連絡ください。

電源が入らない ●「⑫電源スイッチ」がオフになっている。
→「⑫電源スイッチ」をオンにしてください。

●バッテリーの残量不足。
→付属のUSB Type-C充電用ケーブルで充電してからお使いください。

症状 対処方法

音が出ない・ひずむ・
再生できない

●消音に設定されている。
→リモコンの消音ボタンを押して解除してください。

●CD、USBメモリ、AUXが正しくセットされていない。
→正しい位置にセットされているか、ケーブルが挿入されているかなど
　ご確認ください。

●CDがキズや汚れがあるか破損している。
→CDにキズや汚れがあったり、認識できないものは再生できません。
　CDに欠陥がないか確認してください。

●対応していないフォーマットである。
→再生可能なフォーマットはCD、CD-R、CD-RW、MP3、WMAです。

●元のデータの音量が小さい。
→元のデータを保存し直したり、音量を調節してください。

リモコンが効かない ●絶縁シートが取り外されていない。
→絶縁シートが電池スロットから取り外されているか確認してください。

●リモコンの電池が切れている。
→リモコンの電池を交換してください。(電池別売CR2025×1)

●リモコンがCDプレーヤー本体から離れすぎている。
→受光部に近づけて操作してください。

●リモコン受光部が直射日光や強い光にさらされている。
→光が当たらないようにして、リモコンの角度を変えたりしてください。



商品サイズ
商品重量
電源
出力
スピーカーサイズ
バッテリー
充電時間
動作時間
Bluetooth バージョン

約 D155×W205×H110mm ※ハンドル含まず

約 1220g
USB(Type-C)
3W×2
2 インチ ×2
3.7V 2000ｍAh
約 3 時間 ※使用環境による

約 7 ～ 8 時間 ( フルボリュームで約 5 時間 ) ※使用環境による

5.0

製品仕様

セット内容 ・CD プレーヤー本体
・専用リモコン ( テスト電池 CR2025×1)
・USB Type-C 充電用ケーブル
・3.5ｍｍオーディオケーブル
・専用ショルダーストラップ
・取扱説明書 ( 本書 )

※商品の仕様は、改良のため、変更となる場合がございます。


